
 

 

 

学校法人エイジェック学園 スポーツ健康医療専門学校 

2025年度 学校関係者評価会議議事録 

 

 

【開催日時】 2026年 6月 10日（水） 16：30～18:00 

【開催場所】 スポーツ健康医療専門学校 202教室 

【参加者】   

学外評価委員（敬称略） 

   向井 廣志   千葉県立千葉南高等学校元校長 

原 吾郎     合同会社 史（ふみ） 

髙見 令央    元国際武道大学学長 

穂坂 綾一    (株)能力開発 営業推進部 部長 

    泉澤 勝   いずみさわ整骨院院長 

 

  学内委員 

 委員長 桑原 淳       （学校長） 

      木原 和彦   （教務部長） 

      最上 忠      （柔整科学科長） 

      松澤 孝司   （鍼灸科学科長） 

高野 弘仁   （鍼灸科試験担当） 

       渕ノ上 真太郎 （柔整科副学科長） 

       大野 和哉   （広報部次長） 

    書記 菊地 滋幸   （事務局長） 

  

【欠席者】 

なし 

 

１. 開会 本日の予定、趣旨説明（木原） 

 本会の開催挨拶、趣旨説明を行う 

 重点目標について 2025 年度の結果と 2026 年度目標を説明 

基準 1から基準 10の項目について各担当者より説明 

基準１  教育理念・目的・育成人材像 

   基準２  学校運営 

基準３  教育活動 

   基準４  教育成果 

   基準５  学生支援 

基準６  教育環境 

   基準７  学生の募集と受入れ 

基準８  財務 



基準９  法令等の遵守 

基準１０ 社会貢献・地域貢献 

 

２. 外部評価委員・学内委員紹介（木原） 

 外部評価委員の紹介 

 学内委員の紹介 

 

３. 校長挨拶 

 ・教育理念について説明 

教育理念「相互活躍」のもと、高い専門性と豊かな人間性を兼ね備えた職業人を育成 

 

 ・沿革について説明 

平成 12年（2000年）に両国柔整鍼灸専門学校として開校 

2022年 4月より「エイジェック学園 スポーツ健康医療専門学校」へ 

 

 ・自己点検・評価の目的と全体方針を説明。 

  １．国家試験合格率の維持・向上 

  ２．中途退学率の低減 

  ３．高い就職率の維持 

  ４．教育力・学生対応力の向上 

  ５．学生募集の強化 

  ６．臨床実習先の確保・拡大 

  ７．ATコース附帯教育の定着 

  ８．法令遵守・情報公開 

  ９．社会貢献・地域貢献 

  

 

４．2025年度学校自己点検報告説明 

 

  ■基準１，２ 

桑原より資料をもとに、教育理念、運営内容、目標、組織について説明する。 

    

  ■基準３，４，５ 

柔整科発表 

   渕ノ上より基準３～５について、資料をもとに実績と課題を説明する。 

 

実習状況（部活動実績） 

   最上より基準３～５について、資料をもとに実績と課題を説明する。 

 

鍼灸科発表 

   高野より基準３～５について、資料をもとに実績と課題を説明する 

   



   アスレティックトレーナーコース（附帯教育）発表 

   木原より基準３～５について、資料をもとに実績と課題を説明する 

    

  ■基準６、７、８，９ 

事務部発表 

   菊地滋より基準６～９について、資料をもとに実績と課題を説明する。 

 

■基準７，１０ 

広報部発表 

   大野より基準７、１０について、資料をもとに実績と課題を説明する。 

 

５．２０２６年度に向けた重点課題（校長） 

 校長より２０２６年度に向けた重点取組を全８項目説明 

 

６．質疑応答 

 （向井）地域連携の地域についてターゲットを明確にする 

     退学率について確認 

     競技力向上について意見 

     AT コースについて、AT 資格だけではなく AT＋柔整、AT＋鍼灸の方が 

     就職の際に効果的である 

     プロスポーツ団体との連携をしていく 

     通信制高校としての受け皿 

  

 （原）  SNS、HP の見せ方が良くなっている 

       リーチの仕方を考えるとよい 

       ターゲットをしっかり見極める 

 

  （高見）退学率について、私立大と専門学校の退学率は同水準 

      退学率下げるためには、学校が変わり続けることが必要 

 

  （校長）変化に恐れずに様々な取組みを進めていきたい 

 

７．閉会挨拶 


